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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
さて、「ダイワ・インドネシア・ルピア債
オープン（年 1回決算型）」は、このたび、
第 3期の決算を行ないました。
ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

ダイワ・インドネシア・
ルピア債オープン
（年1回決算型）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券
信 託 期 間 約15年 1 カ月間（2013年 9 月 5 日～2028年10月17日）

運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンドの受益証券
ダイワ・インドネシア・
ルピア債マザーファンド インドネシア・ルピア建債券

マザーファンドの
運 用 方 法

①主として、インドネシア・ルピア建債券に投
資することにより、信託財産の着実な成長と安
定した収益の確保をめざして運用を行ないま
す。
②投資にあたっては、以下の方針を基本として
運用を行ないます。
　イ�．投資対象は、インドネシアの政府および
政府関係機関ならびに国際機関等が発行す
る債券とします。

　ロ�．金利や物価の動向、経済情勢や市場環境
等を勘案し、ポートフォリオを構築します。

　ハ�．流動性を確保するため、インドネシア・
ルピア以外の通貨建ての債券に投資を行な
う場合があります。

　ニ�．運用の効率化をはかるため、為替予約取
引および直物為替先渡取引を行なう場合が
あります。

③為替変動リスクを回避するための為替ヘッジ
は原則として行ないません。

組 入 制 限
ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 純資産総額の10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、信託財産の成長に資することを目的に、配
当等収益の中から基準価額の水準等を勘案して
分配金額を決定します。ただし、配当等収益が
少額の場合には、分配を行なわないことがあり
ます。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないま
す。ファミリーファンド方式とは、受益者からの資金をまと
めてベビーファンド（当ファンド）とし、その資金を主とし
てマザーファンドの受益証券に投資して、実質的な運用をマ
ザーファンドで行なう仕組みです。

運用報告書（全体版）
第 3 期

（決算日 2016年10月17日）



ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）

決　　算　　期
基 準 価 額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ

インドネシア（円換算） 公 社 債
組入比率

純資産
総　額税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ 百万円

1期末（2014年10月17日） 10, 455 0 4. 6 10, 830 8. 3 87. 1 21 
2 期末（2015年10月19日） 10, 949 0 4. 7 11, 829 9. 2 94. 2 26 
3 期末（2016年10月17日） 11, 540 0 5. 4 12, 725 7. 6 96. 1 29 

（注 1）�ＪＰモルガン　ＧＢＩ―ＥＭ　インドネシア（円換算）は、ＪＰモルガン　ＧＢＩ―ＥＭ　インドネシア（インドネシア・ルピアベース）
をもとに円換算し、当ファンド設定日を10, 000として大和投資信託が計算したものです。ＪＰモルガン　ＧＢＩ―ＥＭ　インドネシア（イ
ンドネシア・ルピアベース）は、信頼性が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するも
のではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布する
ことは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 2）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 3）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 4）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。

 設定以来の運用実績

1



ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型）

■基準価額・騰落率
期　首：10, 949円
期　末：11, 540円
騰落率：5. 4％

■基準価額の主な変動要因
インドネシア・ルピア建ての債券に投資した結果、為替相場は下落しましたが、債券価格が上昇し
たことが主な要因となり、基準価額は上昇しました。また、債券の利息収入は安定的に基準価額の上
昇要因となりました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

《運用経過》
基準価額等の推移について

流　用
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）

年　　月　　日
基　　準　　価　　額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ

インドネシア（円換算） 公 社 債
組入比率

騰　落　率 （参考指数） 騰　落　率
円 ％ ％ ％

（期首）2015年10月19日 10, 949 ― 11, 829 ― 94. 2
10月末 10, 920 △� 0. 3 11, 821 △� 0. 1 95. 3
11月末 11, 192 2. 2 12, 031 1. 7 95. 6
12月末 10, 999 0. 5 11, 800 △� 0. 2 95. 8

2016年 1 月末 11, 073 1. 1 11, 934 0. 9 95. 4
2 月末 10, 882 △� 0. 6 11, 861 0. 3 90. 8
3 月末 11, 326 3. 4 12, 336 4. 3 93. 3
4 月末 11, 378 3. 9 12, 367 4. 5 95. 8
5 月末 11, 002 0. 5 11, 973 1. 2 97. 1
6 月末 10, 953 0. 0 11, 956 1. 1 96. 7
7 月末 11, 396 4. 1 12, 554 6. 1 96. 5
8 月末 11, 162 1. 9 12, 250 3. 6 96. 1
9 月末 11, 297 3. 2 12, 441 5. 2 96. 7

（期末）2016年10月17日 11, 540 5. 4 12, 725 7. 6 96. 1
（注）騰落率は期首比。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型）

投資環境について

○インドネシア債券市況
インドネシア債券市況は、金利低下（債券価格は上昇）となりました。
期の前半は、原油価格が下落したことにより世界経済の成長鈍化懸念や信用リスクの高まりからリ
スク回避的な動きが強まりましたが、インドネシアの経済成長の鈍化とインフレ圧力の低下から、政
策金利の引き下げ期待により横ばい推移となりました。2016年 1 月より、インフレ圧力の低下を受け
て中央銀行が利下げを開始したことを受けて金利が低下したほか、政府は経済成長の鈍化に対して景
気対策パッケージを打ち出し景気浮揚を図っており、それがインドネシアへの投資姿勢を押し上げ、
債券市況が上昇する材料となりました。期の後半は、原油価格の上昇などに金利が連れて小幅に上昇
する局面もありましたが、中央銀行の緩和姿勢を受けて金利は安定的に推移しました。 7月には、租
税特赦法が成立したことで、税収が増えるとの見方が金利低下に寄与しました。また、インフレ率が
継続的に低下していることが金利低下に寄与したほか、中央銀行が政策金利を引き下げており金利低
下を後押ししました。
○為替相場
インドネシア・ルピアは対米ドルでは上昇、対円では下落しました。
期の前半は、原油相場をはじめ商品市況が下落したことにより新興国および資源国の通貨であるル
ピアは軟調となりましたが、2015年12月に米国が利上げを実施して以降は落ち着きを取り戻し、ルピ
アは相対的に堅調に推移しました。また、政府・中央銀行の景気・通貨対策も相場を下支えしまし
た。期の後半は、米国の利上げ観測に左右される展開となりました。2016年 6 月の英国のＥＵ（欧州
連合）離脱の国民投票結果を受けて、リスク回避姿勢の高まりからルピア安円高となりました。 7月
には、過度に悲観的な見方が後退し、国内では租税特赦法の適用が開始されたことで、資金還流期待
が高まったことがルピア上昇に寄与しました。米国の利上げペースが市場予想に対し緩やかになると
の見方がルピア上昇の材料となりました。対円では、日銀の金融緩和政策に対し懐疑的な見方から円
高が進行したことやＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）の利上げペースが緩やかになるとの見方か
ら米ドル安円高が進んだため、ルピアは下落しました。

流　用
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型）

前期における「今後の運用方針」

○当ファンド
「ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド」の受益証券を通じて、インドネシア・ルピア
建債券に投資し、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざします。
○ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド

インドネシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関等が発行する債券に投資します。金利水
準や物価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを構築します。金利リスク、種別
構成を柔軟に調整しつつ、投資妙味の高いインドネシア・ルピア建債券をポートフォリオに組み入れ
ます。

ポートフォリオについて

○当ファンド
「ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド」の受益証券を通じて、インドネシア・ルピア
建債券に投資し、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざしました。
○ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド

インドネシア・ルピア建債券に投資し、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざしまし
た。債券ポートフォリオ全体では、インドネシア国債の組み入れを高位に保ちました。また、国際機
関債の組み入れも行ないました。残存構成としては、残存20年程度の長期債と残存 2年程度の短期債
を多く組み入れました。

流　用
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型）

ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。参考指数はインドネシア債

券市場の動向を表す代表的な指数として掲載しております。
（％）

8. 0
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6. 0
5. 0
4. 0
3. 0
2. 0
1. 0
0. 0

当　期
（2015. 10. 19～2016. 10. 17）

基準価額
ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　
インドネシア（円換算）

分配金について

当期は、経費控除後の配当等収益が少額であったため、分配を行ないませんでした。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2015年10月20日
～2016年10月17日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 1, 539 
（注 1 ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2 ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3 ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

流　用
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型）

流　用

《今後の運用方針》
○当ファンド

「ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド」の受益証券を通じて、インドネシア・ルピア
建債券に投資し、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざします。
○ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンド

インドネシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関等が発行する債券に投資します。金利水
準や物価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを構築します。金利リスク、種別
構成を柔軟に調整しつつ、投資妙味の高いインドネシア・ルピア建債券をポートフォリオに組み入れ
ます。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 1回決算型）

1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　　期

項　　目　　の　　概　　要（2015. 10. 20～2016. 10. 17）
金　　額 比　　率

信託報酬  160円 1. 440％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額は11, 137円です。

（投信会社）  （72）  （0. 646） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価
額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社）  （84）  （0. 751） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託銀行）  （5）  （0. 043） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  24   0. 215  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用）  （10）  （0. 091） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用）  （1）  （0. 007） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他）  （13）  （0. 116） インドネシア国債キャピタルゲイン課税等
合　　　計  184   1. 655  

（注 1 ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出し
た結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、このファンドに対応するものを含みます。 

（注 2 ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。 
（注 3 ）比率欄は 1 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

流　用

2

5610dam_交付_.indd   2 2016/11/22   10:31:51

8



ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）

■投資信託財産の構成
2016年10月17日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・インドネシア・ルピア債
マザーファンド 29, 683 98. 8 

コール・ローン等、その他 345 1. 2 
投資信託財産総額 30, 028 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2）�外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、10月17日における邦貨換算レートは、100インドネシア・ルピア
＝0. 80円です。

（注 3）�ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンドにおいて、当期末におけ
る外貨建純資産（3, 073, 998千円）の投資信託財産総額（3, 126, 447千円）
に対する比率は、98. 3%です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2016年10月17日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 30, 028, 821円

コール・ローン等 345, 643  
ダイワ・インドネシア・ルピア債
マザーファンド（評価額） 29, 683, 178  

（Ｂ）負債 202, 548  
未払信託報酬 201, 474  
その他未払費用 1, 074  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 29, 826, 273  
元本 25, 847, 037  
次期繰越損益金 3, 979, 236  

（Ｄ）受益権総口数 25, 847, 037口
１ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 11, 540円

＊�期首における元本額は23, 815, 701円、当期中における追加設定元本額は
2, 925, 897円、同解約元本額は894, 561円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は11, 540円です。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2015年10月20日から2016年10月17日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

ダイワ・インド
ネシア・ルピア債
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

2, 279 3, 029 745 960 

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
当期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 期　　首 当 期 末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・インドネシア・
ルピア債マザーファンド 20, 204 21, 739 29, 683 

（注）単位未満は切捨て。

■損益の状況
当期　自2015年10月20日　至2016年10月17日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 3円

受取利息 3
（Ｂ）有価証券売買損益 1, 821, 604

売買益 1, 834, 450
売買損 △� 12, 846

（Ｃ）信託報酬等 △� 392, 043
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 1, 429, 564
（Ｅ）前期繰越損益金 114, 079
（Ｆ）追加信託差損益金 2, 435, 593

（配当等相当額） （� 523, 940）
（売買損益相当額） （� 1, 911, 653）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 3, 979, 236
次期繰越損益金（Ｇ） 3, 979, 236
追加信託差損益金 2, 435, 593
（配当等相当額） （� 523, 940）
（売買損益相当額） （� 1, 911, 653）
分配準備積立金 1, 543, 643

（注 1）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3）�収益分配金の計算過程は10ページの「収益分配金の計算過程（総額）」の
表をご参照ください。
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ダイワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 3円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 1, 121, 160　
（ｃ）収益調整金 2, 435, 593　
（ｄ）分配準備積立金 422, 480　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 3, 979, 236　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 3, 979, 236　
（ｈ）受益権総口数 25, 847, 037口

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ」の適用対象で
す。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
h t t p : / /www .da iwa－am . co . j p /

ダイワ ･ インドネシア ･ ルピア債マザーファンド
運用報告書　第 6 期　（決算日　2016年10月17日）

（計算期間　2015年10月20日～2016年10月17日）

ダイワ・インドネシア・ルピア債マザーファンドの第 6期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 インドネシア・ルピア建債券

運 用 方 法

①主として、インドネシア・ルピア建債券に投資することにより、信託財産の着実な成長と安
定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
②投資にあたっては、以下の方針を基本として運用を行ないます。
　イ�．投資対象は、インドネシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関等が発行する債
券とします。

　ロ�．金利や物価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを構築します。
　ハ�．流動性を確保するため、インドネシア・ルピア以外の通貨建ての債券に投資を行なう場
合があります。

　ニ�．運用の効率化をはかるため、為替予約取引および直物為替先渡取引を行なう場合があり
ます。

③為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。
株式組入制限 純資産総額の10％以下
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ダイワ ･インドネシア ･ルピア債マザーファンド

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：12, 762円　期末：13, 654円　騰落率：7. 0％

【基準価額の主な変動要因】
インドネシア・ルピア建ての債券に投資した結果、為替相場は下落

しましたが、債券価格が上昇したことが主な要因となり、基準価額は
上昇しました。また、債券の利息収入は安定的に基準価額の上昇要因
となりました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

◆投資環境について
○インドネシア債券市況

インドネシア債券市況は、金利低下（債券価格は上昇）となりま
した。
期の前半は、原油価格が下落したことにより世界経済の成長鈍化

懸念や信用リスクの高まりからリスク回避的な動きが強まりました
が、インドネシアの経済成長の鈍化とインフレ圧力の低下から、政
策金利の引き下げ期待により横ばい推移となりました。2016年 1 月
より、インフレ圧力の低下を受けて中央銀行が利下げを開始したこ
とを受けて金利が低下したほか、政府は経済成長の鈍化に対して景
気対策パッケージを打ち出し景気浮揚を図っており、それがインド
ネシアへの投資姿勢を押し上げ、債券市況が上昇する材料となりま
した。期の後半は、原油価格の上昇などに金利が連れて小幅に上昇
する局面もありましたが、中央銀行の緩和姿勢を受けて金利は安定
的に推移しました。 7月には、租税特赦法が成立したことで、税収
が増えるとの見方が金利低下に寄与しました。また、インフレ率が
継続的に低下していることが金利低下に寄与したほか、中央銀行が
政策金利を引き下げており金利低下を後押ししました。

○為替相場
インドネシア・ルピアは対米ドルでは上昇、対円では下落しまし

た。
期の前半は、原油相場をはじめ商品市況が下落したことにより新

興国および資源国の通貨であるルピアは軟調となりましたが、2015
年12月に米国が利上げを実施して以降は落ち着きを取り戻し、ルピ
アは相対的に堅調に推移しました。また、政府・中央銀行の景気・
通貨対策も相場を下支えしました。期の後半は、米国の利上げ観測
に左右される展開となりました。2016年 6 月の英国のＥＵ（欧州連
合）離脱の国民投票結果を受けて、リスク回避姿勢の高まりからル
ピア安円高となりました。 7月には、過度に悲観的な見方が後退
し、国内では租税特赦法の適用が開始されたことで、資金還流期待
が高まったことがルピア上昇に寄与しました。米国の利上げペース
が市場予想に対し緩やかになるとの見方がルピア上昇の材料となり
ました。対円では、日銀の金融緩和政策に対し懐疑的な見方から円
高が進行したことやＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）の利上げ
ペースが緩やかになるとの見方から米ドル安円高が進んだため、ル
ピアは下落しました。

◆前期における「今後の運用方針」
インドネシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関等が発

行する債券に投資します。金利水準や物価の動向、経済情勢や市場
環境等を勘案し、ポートフォリオを構築します。金利リスク、種別
構成を柔軟に調整しつつ、投資妙味の高いインドネシア・ルピア建
債券をポートフォリオに組み入れます。

◆ポートフォリオについて
インドネシア・ルピア建債券に投資し、信託財産の着実な成長と安

定した収益の確保をめざしました。債券ポートフォリオ全体では、イ
ンドネシア国債の組み入れを高位に保ちました。また、国際機関債の
組み入れも行ないました。残存構成としては、残存20年程度の長期債
と残存 2年程度の短期債を多く組み入れました。

■当期中の基準価額と市況の推移

年 　月 　日 基 準 価 額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ�
イ ンドネシア（円換算）公 社 債

組入比率騰落率 （参考指数） 騰落率
円 ％ ％ ％

（期首）2015年10月19日 12, 762 ― 12, 896 ― 95. 3
10月末 12, 733 △� 0. 2 12, 887 △� 0. 1 96. 4
11月末 13, 071 2. 4 13, 115 1. 7 96. 6
12月末 12, 858 0. 8 12, 864 △� 0. 2 96. 8

2016年 1 月末 12, 962 1. 6 13, 010 0. 9 96. 3
2 月末 12, 752 △� 0. 1 12, 931 0. 3 91. 6
3 月末 13, 293 4. 2 13, 448 4. 3 94. 0
4 月末 13, 374 4. 8 13, 482 4. 5 96. 5
5 月末 12, 947 1. 4 13, 053 1. 2 97. 7
6 月末 12, 904 1. 1 13, 034 1. 1 97. 1
7 月末 13, 444 5. 3 13, 686 6. 1 97. 0
8 月末 13, 184 3. 3 13, 355 3. 6 96. 6
9 月末 13, 357 4. 7 13, 563 5. 2 97. 1

（期末）2016年10月17日 13, 654 7. 0 13, 873 7. 6 96. 6
（注 1）�騰落率は期首比。
（注 2）�ＪＰモルガン　ＧＢＩ―ＥＭ　インドネシア（円換算）は、ＪＰモルガン　

ＧＢＩ―ＥＭ　インドネシア（インドネシア・ルピアベース）をもとに円
換算し、当ファンド設定日を10, 000として大和投資信託が計算したもので
す。ＪＰモルガン　ＧＢＩ―ＥＭ　インドネシア（インドネシア・ルピア
ベース）は、信頼性が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  
Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は
許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承認な
しに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。
Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 3）�海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用
しています。

（注 4）�公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除
きます。

（円）
14, 000

13, 500

13, 000

12, 500

12, 000

11, 500
期　首

（2015. 10. 19）
期　末

（2016. 10. 17）

基準価額
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ダイワ ･インドネシア ･ルピア債マザーファンド

買 付 額 売 付 額

外
　
国

千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア

インドネシア
国債証券 28, 300, 000 74, 934, 180 

（� ―） 

特殊債券 85, 594, 000 31, 985, 000 
（� 104, 000, 000） 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
公 社 債

（2015年10月20日から2016年10月17日まで）

■主要な売買銘柄
公 社 債

（2015年10月20日から2016年10月17日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT（国際機関） 9. 25% 2020/12/2 350, 030 Indonesia Treasury Bond（インドネシア） 6. 625% 2033/5/15 407, 486 
Indonesia Treasury Bond（インドネシア） 8. 75% 2031/5/15 226, 400 AFRICAN DEVELOPMENT BK.（国際機関） 7% 2017/3/6 240, 000 
INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK（国際機関） 4. 5% 2016/2/4 174, 768 Indonesia Treasury Bond（インドネシア） 8. 375% 2034/3/15 132, 041 
EUROPEAN INVESTMENT BANK（国際機関） 7. 2% 2019/7/9 81, 910 Indonesia Treasury Bond（インドネシア） 8. 75% 2031/5/15 88, 592 
AFRICAN DEVELOPMENT BK.（国際機関） 7% 2017/3/6 78, 312 EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT（国際機関） 4. 23% 2016/12/12 15, 880 
INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK（国際機関） 5. 81% 2018/9/11 38, 044 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け
ておりません。
当期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、｢当期中の基
準価額と市況の推移｣ をご参照ください。参考指数はインドネシア債
券市場の動向を表す代表的な指数として掲載しております。

《今後の運用方針》
インドネシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関等が発行す
る債券に投資します。金利水準や物価の動向、経済情勢や市場環境等を
勘案し、ポートフォリオを構築します。金利リスク、種別構成を柔軟に
調整しつつ、投資妙味の高いインドネシア・ルピア建債券をポートフォ
リオに組み入れます。

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 26  
（保管費用） （� 12） 
（その他） （� 14） 

合 計 26  
（注 1）�期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出方法については前掲の「 1万口当りの費用の明細」の項目の
概要をご参照ください。

（注 2）�各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
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ダイワ ･インドネシア ･ルピア債マザーファンド

■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作 成 期 当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 額　面　金　額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満

千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア 千円 ％ ％ ％ ％ ％
インドネシア 377, 850, 000 374, 830, 749 2, 998, 645 96. 6 ― 61. 3 13. 9 21. 4 
（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 3）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア 千円

インドネシア Indonesia Treasury Bond 国債証券 8. 7500 15, 000, 000 16, 928, 250 135, 426 2031/05/15 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 6. 3750 80, 000, 000 68, 847, 200 550, 777 2042/04/15 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 6. 6250 61, 000, 000 56, 570, 790 452, 566 2033/05/15 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 8. 3750 64, 000, 000 69, 512, 960 556, 103 2034/03/15 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 8. 7500 23, 000, 000 25, 861, 430 206, 891 2044/02/15 
EUROPEAN INVESTMENT BANK 特殊債券 7. 2000 10, 000, 000 10, 248, 500 81, 988 2019/07/09 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT 特殊債券 4. 2300 7, 000, 000 6, 965, 490 55, 723 2016/12/12 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT 特殊債券 9. 2500 40, 000, 000 43, 702, 000 349, 616 2020/12/02 
INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK 特殊債券 7. 2500 30, 000, 000 30, 031, 800 240, 254 2017/07/17 
INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK 特殊債券 4. 1600 17, 850, 000 16, 794, 529 134, 356 2018/05/24 
INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK 特殊債券 5. 8100 20, 000, 000 19, 379, 200 155, 033 2018/09/11 
AFRICAN DEVELOPMENT BK. 特殊債券 7. 0000 10, 000, 000 9, 988, 600 79, 908 2017/03/06 

合　計
銘柄数 12銘柄 
金　額 377, 850, 000 374, 830, 749 2, 998, 645 

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2016年10月17日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 2, 998, 645 95. 9 
コール・ローン等、その他 127, 801 4. 1 
投資信託財産総額 3, 126, 447 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2）�外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、10月17日における邦貨換算レートは、100インドネシア・ルピア
＝0. 80円です。

（注 3）�当期末における外貨建純資産（3, 073, 998千円）の投資信託財産総額
（3, 126, 447千円）に対する比率は、98. 3%です。
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ダイワ ･インドネシア ･ルピア債マザーファンド

■損益の状況
当期　自2015年10月20日　至2016年10月17日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 202, 761, 340円

受取利息 202, 770, 890  
支払利息 △� 9, 550  

（Ｂ）有価証券売買損益 25, 169, 719  
売買益 388, 232, 992  
売買損 △� 363, 063, 273  

（Ｃ）先物取引等損益 13  
取引益 13  

（Ｄ）その他費用 △�  6, 567, 936  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 221, 363, 136  
（Ｆ）前期繰越損益金 859, 898, 695  
（Ｇ）解約差損益金 △�  349, 528, 376  
（Ｈ）追加信託差損益金 98, 965, 816  
（Ｉ）合計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ） 830, 699, 271  

次期繰越損益金（Ｉ） 830, 699, 271  
（注 1）�解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2016年10月17日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資産 3, 126, 447, 760円

コール・ローン等 52, 449, 537  
公社債（評価額） 2, 998, 645, 996  
未収利息 64, 758, 695  
前払費用 10, 593, 532  

（Ｂ）負債 22, 571, 566  
未払解約金 22, 571, 566  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 3, 103, 876, 194  
元本 2, 273, 176, 923  
次期繰越損益金 830, 699, 271  

（Ｄ）受益権総口数 2, 273, 176, 923口
１ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 13, 654円

＊�期首における元本額は3, 112, 922, 081円、当期中における追加設定元本額は
312, 372, 277円、同解約元本額は1, 152, 117, 435円です。
＊�当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・インドネシア・ルピア債オープン（毎月分配型）2, 251, 437, 375円、ダイ
ワ・インドネシア・ルピア債オープン（年 １回決算型）21, 739, 548円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は13, 654円です。
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